






要約:我が国の代謝異常スクリーニング実施施設における内部精度管理検体を用いた内部

精度管理の方法を調査した。ガスリー法に管理検体を使用しているのは、回答のあった 51

施設中 43 施設(84%)であり、その理由として 41施設(80%)は、精度管理の信頼性を確認で

きるためとしていた。43 施設中 34 施設(79%) は、判定時に濃度(判定範囲あるいは mg/dl)

を記録し、5施設(12%)は、記録していなかった。

 酵素法を使用している施設は、12 施設全てが2濃度以上の管理検体を使用していた。内、

7施設(58%)は、管理方法として X-R 管理図法を採用し、5施設(42%)は、未回答であった。

 効果的な内部精度管理を行うために、ガスリー法では、管理検体濃度の再現性の管理を

徹底し、酵素法では、管理方法の確立を徹底することが重要と考えられた。


